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率
な
ど
は
次
の
と
お
り
。

一

市

議

投
阿
部
者
数
は
二
万
八

一

千
五
百
九
十
八
人
で
、
投
票
日
準
は
九

州
・
二示、引
い
(
別
九
二
・九
六
折
、
女

一

九
五

・
こ
こ
が
れ
)
と
な
り
、
前
回
よ

一

り

0
・四
八
軒
両
く
な
っ
て
い
ま
す
。

一

市

長

投
票
者
数
は
二
万
八

一

千
五
百
九
十
七
人
で
、
投
間
以
率
は
九

一

川

・
二
一
軒
で
し
た
。

一

投
票
率
の
い
ち
ば
ん
よ
か
っ
た
投

一

票
所
は
片
貝
第
三
投
票
所
で
九
九
・

二
四
折
、
低
か
っ
た
投
票
所
は
、
紙

一

合
第
二
投
票
所
の
九

・
三

orと
一

な
っ
て
い
ま
す
。
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4
月
げ
日
に
告
示
さ
れ
た
市
長
お
よ
び
市
議
会
議
員
選
挙
は
、

市
長
二
名
、
市
議
会
議
員
三
十
六
名
の
候
補
者
に
よ
っ
て
激
し

い
選
挙
戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
市
長

・
市
議
選
の
役

阿
部
は
、

4
月
幻
日
午
前
了
時
か
ら
市
内
二
十
六
投
票
所
で
い
っ

せ
い
に
行
な
わ
れ
、
即
日
開
票
の
結
果
、
次
の
万
が
そ
れ
ぞ
れ

当
選
さ
れ
ま
し
た
。
選
挙
管
盟
委
員
会
で
は
却
日
午
後
3
時
か

ら
市
佼
所
で
当
選
朽
に
対
し
当
選
証
百
を
わ
た
し
ま
し
た
。

市

長

報

高
~!f 
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雄

円

U
丘
比

二
+
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'F，
河
川

長

無

現

[/; 

市
議
会
議
員

?宮

zヒ
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111 

津

比
一
政
刊
政

会
社
社
長

河
附
浅
之

ω
臼
歳

農

業

商
問
段
平
之
丞
日
歳

測
岳
設
計
業

朝

野

治

作

日

成

会
社
社
長

伊

藤

甚

一

日

歳

建
設
業

中

島

甚

平

日

歳

建
設
業

中

島

清

日

政

会
社
員

佐

伯

新

作

引

歳

団
体
役
員

伊

東

直

二

日

放

会
社
重
役

小
坂
作
次
郎
印
歳

会
社
社
長

大

島

信

夫

引

歳

電
電
公
社
員

間

保

合

作

日

歳

会
社
員

本
町
友
次
郎
何
歳

ム
ド
司
民
同
刀

許
に

sm川
V
H

河
附
直
治
日
刊
歳

土
地
家
屋
調
査
士

宮

島

竹

二

刊

成

会
社
員

政

一

日

歳

民
業
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尼

十
胤
城

知

羽金
山
谷

山

氏

現

沼
津

げ

庄

内

，

一

げ

川

h

n

H
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ホ

東
町
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μ尻
向
民
一
新

平
沢

正

山

仔

川

出

ハ

司

4
A

村
木

社

会

新

佐
伯

無

現上
村
木

無

現

J

一J叶
J
ー「九円

γ
t
J

I
t--古
L
パ
m刊

自

民

現

釈
迦
堂

社

会

現

経
問
中
町

社

会

現

巳
z
u
rl
J

1
1
 

3
3

7
 

4
m
菊

金
山
谷

保

新

友
道

社

会

現

長
引
野

門

民

現

孝

成

大

海

寺

野

間

以

業

保

現

直
作

目

歳

紺

屋

町

会

社

重

役

無

新

正

男

刊

歳

小

川

ウ

建

設

業

自

民

現

栄
吉

犯

歳

山

団

体

臓

員

無

則

正

倣

お

放

し

μ
辺

会

社

役

員

自

民

別

大

久

保

松

治

臼

歳

鴨

川

町

会

社

員

社

会

現

符

川

杉

次

郎

刊

歳

村

木

無

職

無

元

良

谷

川

作

次

郎

日

歳

本

江

止

伯

楽

自

民

現

加

山

首

日

歳

村

木

寺

院

主

側

一

新

久

保

田

邦

一

日

歳

北

鬼

江

同

体

役

員

無

新

後

勝

広

作

刊

歳

経

凹

巾

町

製

材

業

自

民

現

花

間

口

川

文

何

歳

束

尼

崎

建

設

業

自

民

新

日

松

啓

一

日

歳

新

部

屋

町

水

道

工

事

業

無

新

石

川

庄

之

助

臼

歳

餌

指

町

会

社

重

役

無

現

氏
名
、
年
令
、
住
所
、
職
業
、
党
派

新
旧
別
の
順
。
党
派
は
燃
H
無
所
属

自
民
H
自
由
民
主
党
、
社
会
H
日
本

社
会
覚
、
公
明
日
公
明
犯

山
内
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票
率
は

九
四
・
ご
ニ
パ
ー
セ
ン
ト

こ
の
選
挙
に
お
け
る
有
権
者
数
は

地駅

区前

し
あ
わ
せ
な
家
庭
は

水
道
局
で
は
、
サ
ー

ビ
ス
向
上
の
資
料
と
す

る
た
め
、
各
ご
家
庭
に

お
け
る
水
道
の
利
用
状

況
を
調
査
す
る
乙
と
に

し
ま
し
た
。

係
員
が
、

5
月
中
旬

か
ら

9
月
ま
で
、
水
道

の
使
用
ご
家
庭
を
訪
問

川

し
、
次
の
よ
う
な
乙
と
川

を
調
べ
る
乙
と
に
な
っ

川

て
い
ま
ず
か
ら
ど
協
力

川

を
お
願
い
し
ま
す
。

川

・
家
族
の
構
成

川

・
水
道
設
備
以
外
の
設
備
の
有
無
お

川

よ
び
そ
の
状
況

川

・
水
道
の
特
殊
な
使
川
状
出

川

・
下
水
道
の
使
用
状
況

川

・
私
設
消
火
せ
ん
の
設
出
場
所
の
碓

川

認

川

.
そ
の
ほ
か
漏
水
の
有
無
な
ど
点
検

川

只
d

川l
 

d
歩
こ

う

会

1

5
月
の
歩
乙
う
会
は

5
日
の
日
附
川

口
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

川

今
回
の
コ
ー
ス
は
、
電
鉄
魚
津
駅

川

午
前

9
時
発
の
小
川
寺
行
き
の
パ
ス
川

に
乗
車
、
小
川
寺
で
下
半
、
早
川
沢

l
川

東
城

l
島
民
間
を
歩
く
乙
と
に
な
っ

川

て

い

ま

す

。

川

参
加
希
望
者
は
、
電
鉄
魚
津
駅
前

川

へ
、
午
前

8
附
叩
分
ま
で
に
お
集
ま

川

り
く
だ
さ
い
。
中
食
と
バ
ス
料
金
百

川

二
十
円
お
持
ち
臥
い
ま
す
。

川
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d
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毎
週
三
回
商
工
水
産
課
内
に

川

白
山
県
内
臓
公
共
職
業
補
導
所
で
県
職
業
補
導
所
は
、
主
婦

・
身
障

川

は、

4
月
か
ら
魚
津
市
と
高
岡
市
に
折
、
老
人
な
ど
に
つ
い
て
、
内
臓
の

川

内
臓
相
談
員
を
配
置
し
、
内
職
相
談
州
談
に
応
ず
る
た
め
、
四
年
前
に
設

川

コ
ー
ナ
ー
を

開

設

し

ま

し

た

。

け

ら

れ

た

も

の

で

す

。

…

魚
津
市
の
内
臓
相
談
員
に
は
上
楽

-

l
i
l
-
-
l
i
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
-

喜
代
さ
ん
が
委
嘱
さ
れ
、
毎
週
三
田

市
役
所
商
工
水
産
課
内
で
相
談
を
受
「
月
例

μ似
暑

い
季
節
に
発
生

け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
7

日

す

る

恐
ろ
し
い
伝
染

相
談
員
は
、
ご
希
望
の
仕
事
や
家

一
旬
以
前

μコ
病

に
、
日
本
脳
炎
が

低
の
事
情
等
を
お
き
き
し
て
、
登
録

一
ゐ
・
抑
制

J
〆

あ

り

ま

す

。

市

で

し
た
う
え
、
職
業
補
導
所
と
連
絡
を
な
ふ
t
一

は

、
乙
の
予
防
の
た

と
っ
て
、
仕
事
を
あ
っ
旋
し
ま
す
。

め、

6
月
か
ら
予
防
注
射
を
行
な
い

ま
た
、
内
職
の
提
供
事
業
所
の
開
拓
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
い
ま
の
う
ち
に
受

に
も
っ
と
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
U

す

。

日

本

脳

炎

は

主

と

し

て

子

ど

も

に

八
内
職
相
談
コ
ー
ナ
ー

v

多
発
す
る
伝
染
病
で
、
六
十
歳
以
上

マ
開
設
日
リ
毎
週
月
、
水
、
金
曜
日
の
老
人
も
よ
く
か
か
り
ま
す
。

マ
時
間
H
午
前

9
時

i
午
後
3
時

小

型

ア

カ

イ

エ

蚊

の

媒

介

に

よ

り

マ
場
所
H
市
役
所
商
工
水
産
課
内
中
枢
神
経
を
お
か
す
ピ

l
w
ス
の
一

内
職
の
ご
相
談
に
速
鼠
な
く
と
の
租
に
よ
っ
て
起
乙
る
も
の
で
、
人
間

利
談
コ
ー
ナ
ー
を
ど
利
川
く
だ
さ
い

-

は
も
と
よ
り
応
、
豚
な
ど
も
こ
の
病

信
一

「一
一トJ
V川
V

ま
す
。
ま
た
将
来
、

f
h
h
ヘ

物
価
が
あ
が
っ
て
も
、
心
配
の
な
い

よ
う
に
年
金
額
が
あ
が
っ
て
い
く
し

く
み
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
か
く
若
い
人
は
、
速
い
将
来
の

乙
と
に
関
心
が
滞
く
な
り
が
ち
で
す

が
、
自
分
の
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
自

信
を
も
っ
て
、
幸
福
な
家
庭
を
築
く

に
は
、
な
に
よ
り
も
年
金
に
加
入
し

て
お
く
乙
と
が
必
裂
で
す
。

国
民
年
金
は
、
た
く
わ
え
あ
る
幸

福
な
家
雌
を
築
く
政
良
の
刀
法
で

す
。
同
民
年
金
に
ま
だ
加
入
し
て
い

な
い
人
は
、
今
す
ぐ
加
入
し
ま
し
ょ

丙
J
o

国
民
年
金
の
加
入
か
ら

国
民
年
金
は
国
が
行
な
う
事
業
で

す
。
み
な
さ
ん
が
毎
月
納
め
ら
れ
る

こ
百
円
、
二
百
五
十
円
の
保
険
料
の

ほ
か
に
国
も
事
業
主
と
し
て
、
そ
の

半
額
を
出
し
、
六
十
五
歳
に
な
っ
て

か
ら
月
五
千
円
か
ら
八
千
円
の
年
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
が
掛
け
ら
れ
た
保
険
料

は
、
将
来
の
支
給
に
そ
な
え
て
積
立

金
と
し
て
、
国
が
責
任
を
も

っ
て
、

加
入
者
に
有
利
に
な
る
よ
う
運
用
し

て
い
ま
す
。
現
化
乙
の
積
立
金
は
、

年
六
分
程
度
で
運
用
さ
れ
て
お
り
、

他
の
月
掛
貯
金
の
ど
れ
よ
り
も
、
行

利
に
利
息
が
ふ
や
さ
れ
て
き
て
お
り

青
空
高
く
鯉
の
ぼ
り

市

役

所

屋

上

に

社
会
制
祉
中
務
所
で
は
、
乙
と
し

一

は
児
童
相
祉
法
施
行
二
十
周
年
に
あ

一

た
り
ま
す
の
で
、
児
童
の
す
こ
や
か

一

な
成
長
を
願
っ
て
、
鯉
の
ぼ
り
を
時

一

入
し
、
市
佼
所
屋
上
に
か
か
げ
ま
し

一

た
。
鯉
の
ぼ
り
の
剥
錫
式
は
、

4
月

お
日
、
市
内
の
児
童
ク
ラ
プ
代
表
百

名
が
集
ま
っ
て
行

一

な
わ
れ
ま
し
た

一

が
、
会
長
五
日
日
の

ま
ど
い
、
ひ
ど
い

一

が
附
れ
わ
た
っ
た

一

空
に
春
風
を
い
っ

ぱ
い
す
っ
て
泳
い

一

で
い
ま
し
た
。

一

へ
写
真
リ
市
役
所

一

屋
上
に
た
て
ら
れ

一

た
鯉
の
ぼ
り
)

一

土
地
区
画
整
型
審
議
会

委
員
選
挙
は

7
月
時
日

魚
津
駅
前
土
地
区
画
整
理
審
議
会

委
員
の
任
期
(
五
年
)
は
、

7
月
幻

日
に
満
了
し
ま
す
の
で
、
そ
の
選
挙

が
7
月
日
日
闘
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

乙
の
審
議
会
委
員
の
定
数
は
十
名

で
、
こ
の
う
ち
二
名
は
、
学
識
経
験

を
有
す
る
も
の
の
な
か
か
ら
市
長
が

選
任
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
か

ら
、
選
挙
さ
れ
る
委
員
は
八
名
と
な

り
ま
す
。

土
地
区
画
終
理
審
議
会
は
、
創
作

駅
前
の
土
地
区
画
持
理
事
業
に
よ
る

仮
換
地
の
指
定
な
ど
、
施
行
者
で
あ

る
市
長
の
諮
問
機
関
で
す
。

選
挙
の
日
程
は
次
の
と
お
り

V
選
挙
期
日
の
公
告

H
5月
山
日

V
選
挙
人
名
簿
作
成
則
日

H
5
月
初
日

V
選
挙
人
名
簿
縦
覧
期
間
、
名
簿
に
対

す
る
異
議
申
立
期
間

H
6月
3
日
か

ら
6
月
日
日

V
選
挙
人
名
簿
確
定
公
告
、
選
挙
す
べ

き
所
有
者
、
借
地
権
者
の
委
員
数
の

公
告
、
立
候
補
受
付
開
始

H
6月
μ

口
μ

V
立
候
補
届
締
切

H
7月
4
円

V
立
候
補
者
の
公
告

H
7
月

5
日

V
投
票
日
(
即
日
開
票

)
H
7
月
日
日

、

引

揚

者

特

別

交

付

金

一

一

オ

は

、
引
揚
者
お
よ
び
そ

一

金

イ

の

遺

族

に

支

給

さ

れ

る

一

付

リ

こ

と

に

な

り

、

そ

の

受

一

交

バ

け

付

け

を

市

社

会

福

祉

一

別

口

事
務
所
で
行
な
っ

て
い

一

特

h

ま
す
o

-

者

計

現

在

ま

で

や

く

四

百

揚

等

五

十

世

帯

の

人

が

請

求

引

、

一

手

続

き

を

さ

れ

ま

し

一

一

当

日

た

ー

に

は

ま

だ

請

求

一

さ
れ
て
い
な
い
や
く
四
百
位
帯
の
人

一

が
あ
る
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

一

第
一
回
の
特
別
交
付
金
の
支
払
い

一

時
期
は
、

8
月
日
日
と
な
っ
て
お
り

一

ま
す
の
で
、
ま
だ
手
続
き
を
終
わ
っ

一

て
い
な
い
人
は
、
い
ま
す
ぐ
手
続
き

一

す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

一

l水道の漏水M 調査|

種罷盤欝鶴譲盟

日
本
脳
炎
の

予

防

接

種

該
当
者
は
、
生
後
六
か
月
以

上
の
市
民
全
員
を
対
象
と
し
ま

す
。
と
く
に
乳
幼
児
や
老
人
が

か
か
り
ゃ
す
い
の
で
、
ぜ
ひ
桜

種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

は
じ
め
て
受
け
る
人
は
二

回
、
毎
年
受
け
て
い
る
人
は
一
回
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

料
金
は
一
回
に
つ
き
、
生
後
六
か

月
か
ら
一
歳
ま
で
四
十
円
、
一
歳
以

上
三
歳
ま
で
八
十
円
、
三
歳
以
上
百

六
十
円
で
す
。

な
お
健
康
状
態
の
よ
く
な
い
人
は

医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

校

下

一

回

二

回

場

所

6
月

6
月

上
野
方

3
日

旧

日

小

学

校

松

倉

4
日

日

日

小

学

校

坪

野

4
日

什

日

分

校

山

女

引

日

日

日

分

校

受
け
付
け
時
間
は
午
後

1
時
か
ら

2
附
ま
で
で
す
。
他
の
校
下
は
次
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

盲

目

せ

き

ジ
フ
テ
リ
ヤ

破

傷

風

予
防
接
種

該
当
者
は
附
利
位
年
6
月
!
日
か

ら
川
町
年
ロ
月
引
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

お
子
さ
ん
で
、
注
射
は
三
回
受
け
る

乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
前

の
出
生
者
で
、
ま
だ
肢
超
し
て
い
な

い
人
も
三
回
受
け
て
く
だ
さ
い
。

校

下

二

回

目

三

回

目

場

所

R
J
R川

大
町

mm
日

上
中
島

mm
日

訟
倉

m
A
日

上
野
万

mm
日

片

貝

お

日

天
神

m
A
H

西
布
施

mm
日

住

吉

却

日

本

江

泊

日

加

積

明

日

日

公魚大
氏再tUIJ 
J1Li 

気
に
か
か
り
ま
す
。

八
症
状
〉
急
激
に
発
熱
し
吐
い
た
り
、
ひ
き

つ
け
を
お
こ
し
た
り
、
乙
ん
睡
状
態

と
な
り
ま
す
。

一
週
間
か
ら
十
日
ぐ

一
日

小山本

脱
叫
炎

一

子
ど
も
や
老
人
か
か
り
ゃ
す
い

一

ら
い
で
熱
が
さ
が
り
ま
す
が
、
怒
識

が
な
か
な
か
回
復
し
な
か
っ
た
り
、

回
復
し
て
も
、
バ
カ
に
な
っ
た
り
、

手
足
自
由
が
き
か
な
く
な
る
こ
と
も

あ
る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。

5
月

5
月

一

村
木

6
日

引

日

一

道
下

6
日

引

日

一

経
団

6
日

引

日

~

・
注
射
料
金
は
一
回
に
つ
き
百
円

・
受
け
付
け
時
間
は
午
後

1
時

i
2時

小
児
マ
ヒ

生
ワ
ク
チ
ン
の
服
用

該
当
者
は
、
昭
和
位
年

2
月

1
日

か
ら
何
年

1
月
引
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
赤
ち
ゃ
ん
で
す
。
ま
た
、
昭
和
引

年

7
月

1
日
か
ら
位
年

1
月
引
日
ま

で
に
生
ま
れ
、
ま
だ
二
回
生
ワ
ク
チ

ン
を
服
用
し
て
い
な
い
人
も
該
当
し

ま
す
。

八
校
下
別
の
服
用
日

V

マ
天
神
、
西
布
施
、
住
吉
、
道
下
、
加

む
校
下

H
5月
日
日
(
水
)

マ
村
木
、
上
中
島
、
松
倉
、
経
凹
校
下

H
5月
日
日
(
木
)

マ
片
貝
、
本
江
、
大
町
、
上
野
万
校
下

H
5月
行
日
(
金
)

マ
右
の
三
日
間
の
う
ち
都
合
で
受
け
ら

れ
な
か

っ
た
人

H
5月
別
日
(
月
)

料
金
は
五
十
円
で
す
。
場
所
は
い

す
れ
も
市
民
会
館
で
、
受
け
付
け
時

間
は
午
後

1
時

i
2時
ま
で
で
す
。

六
歳
未
満
の

結
核
予
防
接
種

受村大加本道経西天住片校人ら
け木 11汀都江下回布相Ii古貝 で 42該
付 施 下す年当
け 6 5 "吋 o12者
時 55 443 3月2222227月二ム 月は
閲日日日日日日日日日日告で 31 I沼
は 6 [5 ~ '〓 日来LI
LF776655月2424249月接R ま37
後日日日日日日日日目白羽る で年

に 4
1侍小公公公小公小小小小場 生月
i学民民民学民学学学学所 ま 2
2校 館館館校館校校校校 れ日
時 たか

〈
予
防
〉

・
予
防
注
射
を
受
け
、

炎
天
下
の
巡

動
、
過
労
な
ど
さ
け
る
こ
と
。

・
暴
飲
、
暴
食
を
さ
け
、
栄
養
を
十
分

と
る
よ
う
に
す
る
。

・
蚊
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
設
備
の
改

善
H
台
所
か
ら
の
排
水
や
下
水
を
暗

渠
に
す
る
よ
う
な
根
本
的
な
設
備
改

善
が
好
ま
し
い
。
ま
た
、

ど
ぶ
掃
除

を
よ
く
行
な
い
、
水
の
流
れ
を
よ
く

し
、
下
水
の
ふ
ち
の
草
む
ら
や
竹
や

ぷ
は
刈
り
取
り
、
蚊
の
ひ
そ
む
場
所

を
な
く
す
る
。
あ
き
び
ん
や
あ
き
缶

は
、
ご
み
箱
に
入
れ
、
蚊
の
発
生
源

と
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。
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5 43 孝義i蕊?智

1 1万円

3拳
度

魚

年3 4 度

1 0万円

1:c: 

第3種郵便物認可

2 4 控除項目

基!斑控除

乙
ん
ど
地
方
税
法
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
市
で
は
、
乙
れ
に
と
も
な
い
4
月
8
日
に
臨

時
市
議
会
を
ひ
ら
き
、
市
柏
条
例
の
一
部
改
正
を

行
な
い
、
何
年
度
か
ら
適
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。こ
の
た
び
改
正
さ
れ
た
の
は
、
住
民
税
関
係
の

控
除
額
の
引
き
上
げ
が
お
も
な
も
の
で
す
が
、
こ

れ
は
、
昭
和
刊
年
度
の
改
正
に
つ
ぐ
大
幅
な
も
の

で
す
。
こ
れ
に
よ
り
市
民
税
で
や
く
千
八
百
万
円
、

県
民
税
で
や
く
六
百
万
円
の
減
収
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

市民税でやく 1，800万円の減税

市

県

民

税

9万円

扶養親族 1人について5万円、た
だし配偶者控除を受ける配偶者が
いない場合は、扶養親族のうち 1
人について8万円

8万円

扶養親族 1人について4万円、ただ
し配偶者控除を受ける配偶者がい
ない場合は、扶養親族のうち 1人
について7万円

配偶者控除

、
お
も
な
改
正
点

左
表
の

控
除
額
の

ほ
か
、
次

の
よ
う
な

ζ

と
に
つ

い
て
・
も
、

そ
れ
ぞ
れ

改
正
さ
れ

ま
し
た
。

①

老

年

者
な
ど

に
か
か

る
非
課

税
範
囲

の
拡
大

日
障
害
者
、
未
成
年
者
、
老
年
者
ま

た
は
寡
婦
で
、
前
年
中
の
所
得
金
額

が
二
十
八
万
円
(
改
正
前
二
十
六
万

円
)
以
下
の
場
合
は
非
課
税
と
な
り

ま
し
た
。

①
控
除
対
象
配
偶
者
や
扶
養
規
族
の

要
件
で
あ
る
所
得
限
度
額
の
引
き
上

げ
H
い
ま
ま
で
前
年
の
所
得
が
五
万

円
以
下
の
人
は
、
控
除
の
対
象
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。
刊
年
度
か
ら
、
前

年
の
所
得
が
、
自
分
の
勤
労
に
よ
っ

て
得
た
事
業
所
得
、
給
与
所
得
、
退

職
所
得
お
よ
び
雑
所
得
が
十
万
円
以

下
の
場
合
、
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す。

各

種

控

除

額

扶 養 控除

の

障害者 1人について6万円(特別
障害者は 8万円〉

障害者 1人について 1千円の税額
控除

障害者控除

それぞれについて 6万円

る
る
最

え
え
(

乙
乙
額

を
を
計

円
円
合

千
万
の

5
2
弘

万
が
の

1
額

)

と
金
円
)

円
の
万
円

千
モ

2
千

5

(
ま
も

万
額
き

U

1
金
と
高

モれぞれについて 1千円の税額腔
除

る
乙
の

え
を
と
)

乙
円
%
円

を
千
の
百

円
5
)
5

千
万
円
千

5
1
千
2

万
が

5
万

1
潤
万
2

と
金
1
高

円
の
は
最

千
そ
き
(

5

(
と
額

万
額
る
計

1
金
え
合

老年者 .#J婦
勤労学生控除

生命保険料

控除

者

者

従

従

専

専
業
度
業
度

事
限
事
限

=
が
=
が

合
円
合
円

場
万
場
万

の
げ
の
け

告
き
告
き

申
つ
申
つ

色
に
色
に

青
人
白
人

-青色申告の場合=事業専従者 1
人につき12万円が限度
・白色申告の場合=事業専従者 1
人につき 8万円が|脱皮

専従者控除

司ム ④ ① 
課農免税①りおるよ傾約般の 対い事
税業税特肉まりも。がに企創小象わか扶
さ所と別用 t生のな所よ業設鋭とゆら主主
れ得な J昔牛 V命に宍得る共 11映なる接税
なにる i置の 保つ 控も約 42企り旦育族
い対肉法売 |倹い型 I徐の掛年業ま子をの
とし用に却 料てーのに金中共す)委範
とて牛よ所 控は桓対!浪(に済 0 は託聞
に はのつ得 除 、共象り第支掛 、さの
な、売ての のい街とまー払金 扶れ拡
り住却、免 対ま契 rす種つ控 室長た大
ま民に所税 象ま約ム)共た除 控 9J11 
し税よ得 11 とでにりの済小 flflj 除蛍県
たもるが 租 などよま全契規皮 の(矢n

課るり載し r一一一寸 税い乙ら
へ人、内か j 民市iのての提市
そは補容し) 税県 (税 、改出で
の 、完が 、1 ，.JL7I' !額昭正さは
旨 5ま 、さ i きrl計和され
お月た乙き 115~ l B 4'3れたさ
申 15はのに jロi手 lを年た申き
し日訂税申 ~ ~申 l 行度事告に
出附正法告{ま舎 lな分項主j;み
くま申改さ i { Jいのににな
だで告正れ!では {ま市もよさ
さ税さにた l ~す県:とりん
い務れ よ記 」一一」。民ず 、か

月
割
課
税
を
廃
止

原
付
自
転
車
と
耕
う
ん
機

4
月
か
ら
ご
十
五

C
C
以
下
の
原

動
機
付
自
転
車
や
農
耕
作
業
用
小
型

特
殊
自
動
車

(
耕
う
ん
機
)
に
か
か

る
軽
自
動
車
税
の
月
割
課
税
が
廃
止

さ
れ
ま
し
た
。

い
ま
ま
で
原
付
自
転
車
や
耕
う
ん

機
の
軽
自
動
車
税
は
、
賦
課
期
日
の

4
月
1
日
以
後
に
購
入
さ
れ
て
納
税

義
務
が
発
生
し
た
人
に
は
、
そ
の
月

の
翌
月
か
ら
月
割
に
よ
っ
て
課
税
し

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
隣
車
な
ど
に

よ
り
納
税
義
務
が
な
く
な
っ
た
人
に

は
、
そ
の
月
ま
で
、
月
割
で
計
算
し

て
課
税
し
て
き
ま
し
た
。

乙
れ
が
改
正
さ
れ
て
、

4
月
!
日

現
在
に
お
い
て
、
原
付
自
転
車
お
よ

び
耕
う
ん
機
を
所
有
す
る
人
に
は
、

年
の
中
途
で
廃
草
さ
れ
て
も
、
一
年

分
の
税
金
が
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
年
の
中
途
で
取
得
さ

れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

課
税
さ
れ

な
い
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
原
付
自
転
車
や
耕
う
ん

機
以
外
の
軽
自
動
車
、
小
型
特
殊
自

動
車
、
二
輪
の
小
型
自
動
車
は
、
従

来
ど
お
り
月
割
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

な
お
標
識
な
ど
の
交
付
申
請
や
、

廃
車
の
届
け
出
な
ど
は
、
従
来
と
か

わ
り
ま
せ
ん
。

身
障
者
の
軽
自
動
車
税

身
体
障

減
免
申
請
を
お
早
く

害
者
で、

下
肢
や
体
幹
が
不
自
由
な
た
め
、
歩

く
乙
と
が
い
ち
じ
る
し
く
困
難
な
人

が
、
み
ず
か
ら
使
用
す
る
軽
自
動
車
一

(
原
付
自
転
車
合
む
)
に
は
、
申
請
一

に
よ
っ
て
税
金
が
か
か
ら
な
く
な
り
子

ま
す
。
該
当
者
は
な
る
べ
く
早
く
「

減
免
申
請
書
」
を
税
務
課
へ
出
し
て

く
だ
さ
い
。

5
月
日
日
か
ら
却
日
ま
で
県
下
い

っ
せ
い
に
存
の
交
通
安
全
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
あ
た
た
か
く
な
り
ま
す

と
、
事
故
も
ふ
え
て
き
ま
す
。
お
互

い
に
交
通
の
き
ま
り
を
守
り
、
事
故

を
な
く
す
る
よ
う
次
の
よ
う
な
こ
と

に
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

マ
歩
行
者
の
正
し
い
泊
路
横
断
の
刷

一TJ
マ
通
学
、
通
園
路
お
よ
び
踏
切
道
の

安
全
確
保

マ
飲
酒
迎
転
の
追
放

マ
追
突
事
故
を
防
止
す
る
た
め
の
正

し
い
運
転
の
励
行

マ
土
砂
な
ど
を
運
搬
す
る
大
型
自
動

車
な
ど
安
全
運
転
の
確
保

マ
車
両
の
完
全
整
備
の
励
行

マ
自
動
車
の
運
行
管
理
お
よ
び
安
全

運
転
管
理
の
徹
底

マ
道
路
環
境
の
整
備
と
改
善

五
千
人
が
加
入

市
民
交
通
傷
害
保

険
は

4
月
1
日
か
ら

実
施
さ

れ
ま
し
た

が、

4
月
末
で
や
く

五
千
人
の
加
入
を
み

て
お
り
ま
す
。

傷
害
保
険
加
入
の

受
け
付
け
は
、
い
つ

で
も
行
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
加
入
を
希

望
さ
れ
る
人
は
、
保
険
料
と
印
鑑
を

お
持
ち
の
う
え
、
市
役
所
-
市
民
課
へ

お
山
・し
込
み
く
だ
さ
い
。

乙
の
保
険
に
加
入
し
ま
す
と
、
死

万一にそなえ………

市民交通傷害保険を

郵
政
省
で
は
、

7
月
1
日
か
ら
郵

便
物
に
「
郵
便
番
号
」
を
記
入
す
る

番
号
制
度
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
全
国
ゃ
く
六
千
の

集
配
郵
便
局
に
番
号
を
決
め
、
み
な

さ
ん
か
ら
差
し
出
さ
れ
る
郵
便
に
、

受
け
取
り
人
の
住
所
、
氏
名
と
と
も

に
、
あ
て
先
局
の
番
号
を
郵
便
物
の

表
に
書
い
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

乙
れ
に
よ
っ
て
、
い
ま
ま
で
局
に

お
い
て
、
手
で
あ
て
先
別
に
区
分
け

し
て
い
た
も
の
が
、
機
械
に
よ
り
数

字
を
読
み
と
り
、
・
自
動
的
に
区
分
け

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
非
常
に
早

く
で
き
、
手
数
も
は
ぶ
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

魚津局は937

7 

月

か

ら

〈
郵
便
番
号
簿
を
無
料
配
布
〉

す
べ
て
の
郵
便
の
あ
て
名
に
郵
便

番
号
を
書
い
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

魚
津
郵
便
局
で
は
「
郵
便
番
号
簿
」

の
全
国
版
を
事
業
所
や
官
公
庁
に

3

月
中
に
配
布
し
ま
し
た
。
市
内
の
各

亡
し
た
と
き
の
五
十
万
円
か
ら
一
週

間
未
満
の
け
が
の
と
き
の
こ
千
円
ま

で
、
六
段
階
に
分
け
て
見
舞
金
が
も

ら
え
ま
す
。

保
険
期
間
は
、
加
入
の
受
け
付
け

し
た
時
刻
か
ら
昭
和
何
年
3
月
引
日

ま
で
で
、
保
険
料
は
月
額
三
十
円
の

月
割
計
算
と
な
り
ま
す
。

例
え
ば

5
月
に
加
入
し
た
と
き
の

保
険
料
は
一
人
三
百
三
十
円
、
6
月

に
加
入
し
た
と
き
一
人
三
百
円
、

7

月
の
場
合
一
人
二
百
七
十
円
と
な
り

ま
す
。万
一
の
交
通
事
故
に
そ
な
え
て
、

市
民
交
通
傷
害
保
険
に
加
入
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

郵
便
に
も
局
番
」

附
一借
に
は
、
家
ほ
版
を

5
月
か
ら
順

次
熊
料
で
配
布
す
る
こ
と
に
な
っ

て

い
ま
す
。
(
全
国
版
は
、
荒
町
舟
崎

消
明
堂
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
)

市
内
各
郵
似
局
の
窓
U
に
は
、
郵

便
番
号
記
入
の
ワ
ク
印
な
ど
を
そ
な

え
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

1

0

 

、hu・

(
魚
津
郵
便
局
)

日
泌
智

鍬

糾

粁

金

市
の
股
業
委
員
会
で
は
、
農
業
協

同
組
合
連
絡
協
議
会
と
協
議
し
て
、

特
年
度
の
春
耕
料
金
と
人
夫
賃
金
を

決
め
ま
し
た
。

農
家
の
み
な
さ
ん
は
、
こ

の
料
金

に
も
と
ず
い
て
、

実
施
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

料
金
表
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、

耕
う
ん
料
金
は
十
ア
ー
ル
あ
た
り
四

千
円
で
す
が
、
耕
地
の
状
況
に
よ
り

さ
け

北 ま
洋 i~

......... :;・日
船
出

港

中
部
千
島
以
南
海
域
へ
出
漁
す
る

さ
け
ま
す
漁
船
は
、
操
業
を
前
に
魚

津
港
に
集
結
し
て
い
ま
し
た
が
、
4

月
辺
・幻
日
の
両
日
、
家
族
や
小
学
校

児
童
ら
の
さ
か
ん
な
見
送
り
を
受
け

大
漁
旗
を
な
び
か
せ
な
が
ら
北
海
道

花
咲
港
へ
向
け
出
発
し
ま
し
た
。

魚
津
市
か
ら
は
第
ロ
富
山
丸
、
第

m
・
お
珠
の
浦
丸
、
第
幻
有
機
丸
.
第

8
高
仲
丸
、
第
8
久
吉
丸
、
第
同
・
加

美
登
丸
の
八
隻
が
出
港
し
ま
し
た
。

(
家
族
の
見
送
り
を
受
け
出
港
す
る

出
漁
船
〉

こ
の
ほ
ど
図
料
館
へ

、

馬
出
町
真
門
道
雄
さ
ん
と

日
本
カ
ー
バ
イ
ド

K
K
荒

井
岩
夫
さ
ん
か
ら
図
沓
の

寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

真
門
さ
ん
は
サ
戸
卜
N

著
「
自
由
へ
の
道
」
ほ
か

百
六
十
九
冊
、
荒
井
さ
ん
は
、
深
尾

幸
太
郎
著
「
皇
国
の
脆
」
ほ
か
百
二

十
一
冊
を
そ
れ
ぞ
れ
寄
附
さ
れ
ま
し

た。
図
書
館
で
は
、
乙
の
図
書
を
整
理

し、

み
な
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

一
曲
目

白

a

噌

aEEヨ町

，

…
寄

…

…
の

一

…
童画

一

…
図

…

~ 

~ 

る

考
臆
し
て
く
だ
さ
い
0

・
始
業
は
午
前
6
時
犯
分
、
終
業
は
午

後
6
時
ま
で
。

・
休
憩
は
午
前
十
五
分
間
、
正
午
は
一

時
間、

午
後
十
五
分
間
と
し
ま
す
0

.
こ
の
料
金
に
は
交
通
費
を
含
ま
な
い

も
の
と
し
ま
す
。

金表

区分|料金
1107 -件当り 円

1.耕うん料金 I (4.000) 
荒起 2.150
荒かき I 1.100 
代かき 750

2.人夫賃金
男
女

3.間食費

日当り

400 
000 

100 

料

寄

付

一

万

円

相

の

木

川

島

清

松

一

万

円

住

吉

山

口

道

夫

一

万

円

田

方

町

大

島

昭

二

一

万

円

友

栄

町

只

石

吉

範

、五

千

円

田

方

町

石

場

一
郎

五

千

円

釈

迦

堂

森

内

貞

男

三

千

円

釈

迦

堂

大

島

と
し
ゑ

香
典
返
し
の
一
部
を
社
会
福
祉
援

護
金
と
し
て
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

幼
児
か
ら
目
を
は
な
さ
な
い
よ
う

こ
れ
か

ら

多

い
水
死

事

故

農
家
で
は
忙
が
し
い
時
期
と
な
り

ま
し
た
。
毎
年
乙
の
時
期
に
幼
児
の

水
死
事
故
が
多
く
な
り
ま
す
の
で
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

。
幼
児
か
ら
目
を
は
な
さ
な
い

お
年
寄
り
が
子
も
り
中
に
幼
児
が

水
死
す
る
の
が
め
だ
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
炊
事
や
洗
た
く
な
ど
し
て

い
る
ほ
ん
の
十
分
か
二
十
分
、
目
を

は
な
し
た
乙
と
が
原
因
に
な
っ
て
い

ま
す
。
い
つ
も
目
の
と
ど
く
範
囲
内

に
子
ど
も
を
お
い
て
、
子
も
り
を
す

る
よ
う
に
、
と
く
に
足
肢
が
定
ま
ら

な
い
よ
ち
よ
ち
か
き
の
子
ど
も
か

ら
は
、
絶
対
目
を
は
な
さ
な
い
こ
と

が
た
い
せ
つ
で
す
。

。

危
険
は
取
り
除
い
て
や
ろ
う

貯
水
池
や
防
火
用
た
め
池
に
は
、

相
談
し
あ
っ
て
サ
ク
や
フ
タ
を
し
て

転
落
し
な
い
よ
う
に
し
た
り
、
危
険

な
水
の
あ
る
場
所
へ
近
づ
か
な
い
よ

う
に
し
つ
け
、
ま
た
安
全
な
場
所
を

指
定
し
て
、
そ
こ
で
遊
ぶ
よ
う
言
い

聞
か
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

こ
の
た
び
人

藤
井
・
島
津
さ
ん

権
擁
護
委
員
に

人
権
擁
護
委
員
に

藤
井
秀
信
さ
ん

(
大
町
)
、
民
間
ゆ
き
ゑ
さ
ん

(六

郎
丸
)
が

3
月
日
日
付
で
法
務
大
臣

よ
り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
人
権
問
題

に
つ
い
て
遠
慮
な
く
と
相
談
く
だ
さ

¥
。
、v・‘
な
お
、
現
在
人
権
擁
護
委
員
を
や

っ
て
お
ら
れ
る
人
は
、
河
崎
直
義
さ

ん
(
金
山
谷
)
、
木
下
庄
作
さ
ん
(

本
江
)
、
清
水
祢
太
郎
さ
ん
(
浜
経

田
)
の
三
人
で
す
。

危
険
物
取
扱
主
任

県
で
は
、
危

険
物
取
扱
主
任

者
の
資
格
試
験

者
の
資
格
試
験

を
6
月
幻
日
(
日
〉
西
部
中
学
校
で

行
な
い
ま
す
。
今
回
実
施
す
る
試
験

は
乙
種
第
四
類
(
石
油
関
係
)
だ
け

で
、
受
験
資
格
は
石
油
な
ど
危
険
物

を
取
り
扱
っ
て
六
か
月
以
上
経
験
あ

る
人
で
す
。

願
書
は

5
月
初
日
(
月
)
ま
で
県

消
防
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
用

紙
は
市
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。

試
験
の
た
め
の
予
備
講
習
会
は
、

6
月
9
1
m
日
午
前
9
時
か
ら
午
後

4
時
ま
で
市
民
会
館
で
行
な
わ
れ
ま

す
。

消
防
法
の
一

部
改
正
に
よ
り

「
消
防
設
備
土
」
の
免
状
を
持
た
な

け
れ
ば
、
消
防
用
設
備
の
工
事
お
よ

び
整
備
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
県
で
は
そ
の
資
格
試
験
を
次

の
よ
う
に
行
な
い
ま
す
。

試
験
の
種
類
は
甲
極

・
乙
種
消
防

設
備
士
で
、
筆
記
試
験
は

6
月
5
日

(
水
)
午
前
9
時
か
ら
雄
峰
高
校
で

実
施
ぎ
れ
ま
す
。

受
験
希
望
者
は
願
書
を
5
月
日
日

(
水
)
ま
で
富
山
県
消
防
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

消
防
設
備
士
試
験

八
日
曜
、
祭
日
の
当
番
医

V

V
3
日

H
(鹿
)
金
屋
町
桝
崎
医
院
①

0
3
9
9
(夜
)
下
村
木
町
森
本
医
院

①
1
2
5

3

V

5
日
U
(毘
)
経
団

西
町
朝
野
医
院
①
1
1
1
2
(夜
)
村

木
羽
田
医
院
①
0
6
4
2

V
ロ
日

H
(昼
)
田
万
町
河
内
医
院
①
3

2
1

0
(夜
)
下
村
木
町
沢
口
医
院
①
1
7

4

8

V
旧
日

H
(毘
)
本
江
沢
口
医

院
①

1
7
5
7
(夜
)
北
鬼
江
福
田
医

院
①
3
9
8
6
v
m
日
日
(
昼
)
村

木
平
井
病
院
①
0
8
8
8
(夜
)
東
小

路
渡
部
医
院
①
0
0
1
4

(昼
)H午
前
7
時
か
ら
午
後
7
時

(夜

)H午
後
7
時
か
ら
翌
臼
午
前
7
時

人
事
異
動

(
4
月
1
日
付
)

マ
農
林
土
木
課
長
リ
上
島
貞
一

マ
水

族

館

長

H
坂

下

顕


